
発
症
後
に
大
切
な
こ
と

　

糖
尿
病
な
ど
の
基
礎
疾
患
が
悪

化
し
、
入
院
に
な
る
と
環
境
が
変

わ
り
、
治
療
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
認

知
症
の
症
状
が
進
行
し
た
り
、
転

倒
に
よ
る
骨
折
が
寝
た
き
り
に
つ

な
が
る
の
で
、
身
体
管
理
は
重
要

で
す
。

　

関
わ
り
方
で
は
、
記
憶
力
や
理

解
力
が
低
下
し
、
注
意
力
が
持
続

で
き
な
く
な
る
の
で
、
伝
え
た
い

こ
と
は
手
短
に
、
な
る
べ
く
簡
単

に
、
ゆ
っ
く
り
話
す
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

ま
た
、
本
人
は
で
き
な
い
こ
と

に
不
安
に
な
っ
た
り
、
自
信
が
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
役
割

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
大
切
で

す
が
、
で
き
な
い
こ
と
は
無
理
さ
せ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

２２2023‐10 shinhidaka 2023‐10 shinhidaka 　　３ shinhidaka 2023‐10shinhidaka 2023‐10

臼井先生から学ぶ

認 知 症

   

臼井鉄
て つ

郎
お

医師（精神科医）

平成25年４月より石井病院に勤務され、認知症

サポート医として地域の認知症患者やご家族に

寄り添いながら相談、治療などを行っている臼

井先生に、認知症について伺いました。

サ
ポ
ー
ト
医
と
し
て

伝
え
た
い
こ
と

　

認
知
症
は
大
変
な
病
気
で
、
誰

も
が
な
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、

高
齢
の
方
な
ど
は
定
期
的
に
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

早
期
発
見
の
重
要
性

　

現
段
階
で
認
知
症
自
体
を
治
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
治
療
に

よ
り
進
行
を
緩
や
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
早
期
発
見
に
よ
り
、
治

療
や
支
援
な
ど
を
医
師
や
専
門
員

に
相
談
す
る
こ
と
で
、
本
人
や
家

族
の
心
身
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
ら
し

く
生
活
で
き
る
一
助
に
な
り
得
ま

す
。認

知
症
治
療

　

薬
に
よ
る
治
療
（
薬
物
療
法
）

と
薬
を
使
わ
な
い
治
療
（
非
薬
物

療
法
）
が
あ
り
ま
す
。

　

薬
に
よ
る
治
療
は
、
記
憶
障
が

い
な
ど
の
中※

１

核
症
状
の
進
行
を
遅

ら
せ
た
り
、
暴
言
や
妄
想
な
ど
周※

２

辺
症
状
の
改
善
に
効
果
が
あ
り
ま

す
。

　

薬
を
使
わ
な
い
治
療
で
は
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
へ
の
参
加
な
ど
人
と
関
わ

る
こ
と
で
、
脳
が
活
性
化
さ
れ
認

知
機
能
の
改
善
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

中核症状 ※ 1

記憶障がいや見当識の低下、失語、理解・判断力の

低下などがあります。

周辺症状 ※２

暴言・暴力、徘徊、妄想、幻覚、抑うつなどの症状

があります。

　
ま
た
、
日
常
生
活
の
中
で
自
分

自
身
が
違
和
感
を
感
じ
た
り
、
家

族
が
そ
の
人
の
様
子
に
違
和
感
を

感
じ
た
と
き
は
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

い
つ
も
、
ご
本
人
や
ご
家
族
に

は
「
健
康
第
一
、
み
ん
な
と
お
話

し
て
ニ
コ
ニ
コ
し
て
過
ご
し
て
く

だ
さ
い
」
と
話
し
て
お
り
、
認
知

症
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
少

し
で
も
長
く
暮
ら
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平成27年 令和２年 令和７年 令和12年 令和17年 令和22年

5,000

10,000

15,000

20,000

新ひだか町の将来推計人口

■＝うち老齢人口（65歳以上）

（人）

総人口　23,231人

うち老年人口　7,435人
（総人口の約32％）

総人口　12,950人

うち老年人口　6,174人
（総人口の約48％）

400

800

1,200

1,600

新ひだか町の認知症高齢者数の将来推計

（人）

1,190人

1,568人

令和22年には65歳以上の５人に１人が

認知症を発症すると予測されています

2015年 (平成27年）　　　　 2040年（令和22年）　高齢者の５人に１人は・・・

認知症サポート医

チェック！　認知症の初期症状チェック！　認知症の初期症状
①同じことを何回も話す・尋ねる

②物の置き忘れが増え、よく捜し物をする

③以前はできた料理や買い物に手間取る

④お金の管理ができない

⑤ニュースなど周りの出来事に関心がない

⑥意欲がなく、趣味・活動をやめた

⑦怒りっぽくなった、疑い深くなった

　

認
知
症
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因

で
脳
の
細
胞
が
死
ん
だ
り
、
働
き

が
悪
く
な
っ
た
た
め
、
記
憶
力
や

判
断
力
の
低
下
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

障
が
い
が
起
こ
り
、
社
会
生
活
や

対
人
関
係
な
ど
日
常
生
活
に
支
障

が
出
て
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

　　

現
在
、
急
速
に
進
む
少
子
高

齢
化
社
会
の
中
で
、
国
内
の
認

知
症
高
齢
者
数
は
令
和
７
年
に

７
０
０
万
人
を
超
え
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
う
ち
５
人
に
１
人
が

認
知
症
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。
新
ひ
だ
か
町
で
も
令
和
７

年
に
は
認
知
症
高
齢
者
数
が
１
，

５
０
０
人
に
達
す
る
見
込
み
で
、

認
知
症
は
自
分
自
身
や
大
切
な
人

に
も
関
わ
っ
て
く
る
身
近
な
病
気

で
す
。

　　

認
知
症
の
方
も
、
そ
の
ご
家
族

も
、
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
せ
る

た
め
に
、
適
切
な
治
療
や
支
援
が

大
切
で
す
。

　

認
知
症
に
寄
り
添
う

認
知
症
に
寄
り
添
う

－特集－－特集－

　

誰
で
も
発
症
す
る
可
能
性
の
あ
る
認
知

症
。
大
変
な
病
気
だ
か
ら
こ
そ
、
不
安
に

な
り
、
悩
み
ま
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
や

不
安
を
誰
か
に
話
す
こ
と
で
、
気
持
ち
が

楽
に
な
っ
た
り
、
安
心
で
き
た
り
し
ま
す
。

　

あ
な
た
の
思
い
や
家
族
の
思
い
を
聞
き
、

寄
り
添
う
人
が
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
誰
か
に
話
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

【用語説明】

平成27年 令和２年 令和７年 令和12年 令和17年 令和22年
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町
で
は
、
令
和
５
年
４
月
よ
り
認
知
症
に
関
す
る
相
談

支
援
を
行
う
認
知
症
伴
走
型
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
日
頃
よ
り
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
認
知

症
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
認
知
症
ケ
ア
の
専
門
職
員
が

伴
走
者
と
し
て
寄
り
添
い
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を

継
続
的
に
支
え
ま
す
。

認
知
症
伴
走
型
支
援
事
業

静内神森 248 番地の 10

℡ 080-8299-5005
（相談専用番号）

合同会社しずない介護サービス

グループホームひまわり

静内旭町１丁目 30 番地 29 号

　 　℡ 43-3388
　 　  43-3310

認知症伴走型支援事業受託事業者

さ・ふ・ゆ

静内青柳町１丁目 10 番３号

℡ 080-9897-2719

伴
走
型
支
援　

　

「
伴
走
型
支
援
」
と
は
、
認
知
症

の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分

に
合
っ
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、

認
知
症
ケ
ア
の
専
門
職
員
が
本
人

や
そ
の
家
族
と
早
い
段
階
か
ら
関

わ
り
、
物
忘
れ
や
理
解
・
判
断
力

の
低
下
な
ど
の
症
状
の
変
化
や
、

そ
れ
に
伴
う
日
常
生
活
で
の
支
障

に
つ
い
て
、
そ
の
都
度
相
談
に
乗

り
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
や
治
療
に

つ
な
げ
る
も
の
で
す
。

抱
え
込
ま
ず
に

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

専
門
的
な
知
識
と
経
験
を
持
っ

た
認
知
症
ケ
ア
の
専
門
職
員
が
、

皆
さ
ん
に
寄
り
添
い
、
一
緒
に
不

安
や
悩
み
を
解
消
し
ま
す
。

　

認
知
症
に
関
す
る
相
談
は
、
病

院
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
で

も
受
け
て
い
ま
す
が
、
伴
走
型
支

援
で
は
24
時
間
３
６
５
日
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
が
す
で
に
進
行
し
て
し

ま
っ
て
単
身
で
の
生
活
が
難
し
く
、

家
族
だ
け
で
介
護
す
る
の
も
難
し

～認知症伴走型支援事業のイメージ～

い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら

相
談
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
で
す

が
、
本
人
や
家
族
が
安
心
し
て
生

活
を
送
る
た
め
に
は
早
い
段
階
か

ら
専
門
職
員
に
相
談
し
、
症
状
に

合
わ
せ
た
適
切
な
治
療
や
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。　
　

　

「
こ
の
程
度
で
相
談
し
て
も
い
い

の
か
」、「
家
族
で
何
と
か
し
な
け

ば
」、「
誰
か
に
認
知
症
と
知
ら
れ

る
の
が
恥
ず
か
し
い
」
な
ど
と
考

え
ず
、
心
配
な
こ
と
や
気
に
な
る

こ
と
が
あ
る
と
き
は
気
軽
に
何
で

も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。　

私たちがお話を伺
います！

町
の
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医

・
臼
井
医
師
（
石
井
病
院
）

・
小
松
医
師
（
町
立
静
内
病
院
）

・
八
木
橋
医
師
（
三
石
国
保
病
院
）

認認
知
症
疾
患

知
症
疾
患医

療
セ
ン
タ
ー

医
療
セ
ン
タ
ー

　

�　

認
知
症
に
関
す
る
診
断
や
初

期
対
応
、
専
門
医
療
相
談
を
行

う
ほ
か
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
る
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
認

知
症
医
療
の
拠
点
。

�　

�　

日
高
管
内
で
は
石
井
病
院
が

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

認認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医

知
症
サ
ポ
ー
ト
医

　

�　

認
知
症
の
診
療
に
習
熟
し
、

か
か
り
つ
け
医
へ
の
助
言
や
そ

の
ほ
か
の
支
援
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
関
係
機
関
と

の
連
携
推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

認知症伴走型
支援事業所

地域包括

支援センター

 相談者を紹介
 �支援などの専門相談

【相談】

認知症疾患

医療センター

 相談者を紹介
 心配な人などの相談

（24 時間 365 日相談受付）

連携強化

介護事業所

医療機関　など

認知症の方やその家族

住民・自治会

認知症カフェなど

悩み、不安 悩み、不安 

手続き、サービス 手続き、サービス 

家族の介護、支援 家族の介護、支援 
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地
域
で
支
え
る
認
知
症
サ
ポ
ー
ト

地
域
で
支
え
る
認
知
症
サ
ポ
ー
ト

成成
年
後
見
制
度

年
後
見
制
度

利
用
支
援

利
用
支
援　　

　

�　

成
年
後
見
制
度
の
利
用
が
必

要
と
思
わ
れ
る
高
齢
者
の
親
族

な
ど
に
対
し
、
制
度
の
説
明
や

申
立
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
低
所
得
に
対
し
、
申
立

て
の
経
費
や
成
年
後
見
人
な
ど

へ
の
報
酬
の
助
成
も
行
っ
て
い

ま
す
。

認認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

養
成
講
座

　

�　

町
で
は
認
知
症
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
、
認
知
症
の
方
や

そ
の
家
族
を
応
援
す
る
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
受
講
後

に
は
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
で
あ
る

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
お
渡
し
し

ま
す
。

地地
域
包
括

域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

支
援
セ
ン
タ
ー　　

　

�　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
そ
の
ご

家
族
が
、
住
み
慣
れ
た
町
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
認
知
症

や
健
康
管
理
、
介
護
に
関
す
る
相

談
や
介
護
保
険
、
各
種
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
専
門
職
員

が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
総
合
的
な
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

集集
い
の
場

い
の
場

　

�　

認
知
症
予
防
や
悪
化
防
止
、

住
民
同
士
の
交
流
な
ど
を
目
的

に
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
や
「
地

域
サ
ロ
ン
」
な
ど
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

毅最近、 物忘れが多いけど…　相談しにくいし、 病院にも行きたくない…

　　　毅親が心配だけど、 どうしたらよいのかわからない…

　　　　　　毅認知症ってどんな病気？ 詳しく知りたい

いつでも気軽に相談
電話でもよし、病院、買い物ついでに立ち寄るもよし！

認知症の人と共に暮らす

まちづくり研修会

認知症を発症したご本人から、ご自身の生活

や病気への思いなどを聞くことができる研修

会です。ぜひ、ご参加ください。

※�詳しくは、今月号の情報ボックス

（P18）を確認ください。

認認
知
症
ケ
ア
パ
ス

知
症
ケ
ア
パ
ス

　

�　

認
知
症
の
基
本
情
報
や
相
談

先
な
ど
の
紹
介
の
ほ
か
、
認
知

症
発
症
予
防
か
ら
症
状
に
応
じ

た
対
応
方
法
な
ど
の
流
れ
が
書

か
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
す
。

認知症カフェの様子

【 集 い の 場 一 覧 】

町公式ホームページ

悩み、不安の解消悩み、不安の解消

各種制度説明各種制度説明

介護方法の助言介護方法の助言

【助言・支援】【助言・支援】

保健福祉センター
で

もらえるよ！

　特集　認知症に寄り添う


